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　地形分類図は類似した地形的特徴を示す範囲を線引きした図である。水害や土砂災害の好発地の推定や、イ

ンフラ開発適地の推定に使用される他、同一の気候・地質構造の条件下では岩盤の侵食抵抗性や地盤条件を表

す指標となるため、土壌の推定、地震頻発地での揺れやすさの推定にも使用されてきた。Iwahashi and Pike

(2007)・Iwahashi et al. (2018)は解像度1kmおよび280mのDEM（Digital Elevation Model）を用い、傾

斜・尾根谷密度・凸部の分布密度の３つの地形量を用いて全球の地形分類図を作成した。そられは山地、丘陵

地、段丘・扇状地、平野を識別するのに概ね適当だったが、自然堤防帯のような平野の微高地を識別すること

はできなかった。 

 

　平野部の地形をDEMから把握するためには、航空レーザなどさらに高解像度なDEMの利用が考えられ

る。しかし、平野部においては農地化・都市化による人工改変が激しく、盛土による人工的な急斜面等が

DEMにも反映されている。そのため、DEMを用いた自然地形（人工改変前の地形）の把握は難しい。一

方、平野部は人口が集中して生活圏となっており、既存の地形分類図が存在しない地域では、災害脆弱性や土

地開発適地の把握のために、微地形の空間分布の正確な把握が求められる。本発表では、日本の代表的な都市

化した沖積平野である濃尾平野を対象に、DEMから計算した地形量とその表現能を調査した。 

 

　基盤地図情報（国土地理院）を用いて10m～90mメッシュのDEMを作成し、傾斜・尾根谷密度・凸部の分

布密度に加え、Rennó et al. (2008)が開発したHAND (Height Above Nearest Drainage；最寄り水路からの比

高)を計算した。HANDは、ノイズ増幅型でない標高の一次情報を求めたいことと、上流部の情報を含む水文分

析による地形量であることから選んだ。 

 

　結果は概ね次の通りである。 

　尾根谷密度の画像はデルタの縁辺部の識別に有効であったが、デルタ内の人工改変が進んだ領域のノイズを

過度に増幅する効果があった。凸部の分布密度の画像は、養老断層付近の平野部の沈降領域を表現したが、平

野部の微高地の全体的な描写は不明瞭であった。一方、HANDは人工的な凹凸の多い都市部でも、比較的、沖

積平野の緩扇状地やデルタの検出に優れており、沖積平野の地形分類のパラメータとして有望である事がわ

かった。 
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